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(57)【要約】
【課題】建物躯体の開口部の室外側に配置される室外側 
構造物を備え、室外側構造物を、面格子構造及び手摺構 
造のいずれにも使用できる建具を提供すること。
【解決手段】建具１は、建物躯体１００の開口部１０１ 
に設けられた窓部２と、建物躯体１００の開口部１０１ 
の室外側Ｘ１に配置された室外側構造物３０と、を備え 
、室外側構造物３０は、複数の室外側構造物構成部材３ 
２を有し、開口部１０１の上下方向の全域に複数の室外 
側構造物構成部材３２を配置して面格子構造４０とする 
構成と、開口部１０１の下方側から上方側に向かう途中 
までの下方領域に複数の室外側構造物構成部材３２を配 
置して手摺構造５０とする構成と、に変更可能である。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 物 躯 体 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 窓 部 と 、
　 前 記 建 物 躯 体 の 開 口 部 の 室 外 側 に 配 置 さ れ た 室 外 側 構 造 物 と 、 を 備 え 、
　 前 記 室 外 側 構 造 物 は 、 複 数 の 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 を 有 し 、 前 記 開 口 部 の 上 下 方 向 の 全  
域 に 前 記 複 数 の 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 を 配 置 し て 面 格 子 構 造 と す る 構 成 と 、 前 記 開 口 部 の  
下 方 側 か ら 上 方 側 に 向 か う 途 中 ま で の 下 方 領 域 に 前 記 複 数 の 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 を 配 置  
し て 手 摺 構 造 と す る 構 成 と 、 に 変 更 可 能 な 建 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 は 、 横 方 向 に 延 び る と 共 に 上 下 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ  
る 複 数 の 横 部 材 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 建 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 開 口 部 の 上 方 領 域 に 配 置 可 能 な 前 記 複 数 の 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 は 、 一 体 化 さ れ て  
構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 室 外 側 構 造 物 は 、 一 体 化 さ せ た 前 記 複 数 の 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 を 前 記 開 口 部 の 上  
方 領 域 に 取 り 付 け た 場 合 に 、 前 記 面 格 子 構 造 を 構 成 し 、 一 体 化 さ せ た 前 記 複 数 の 室 外 側 構  
造 物 構 成 部 材 を 前 記 開 口 部 の 上 方 領 域 に 取 り 付 け な い 場 合 に 、 前 記 手 摺 構 造 を 構 成 す る 、  
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 建 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 の う ち 上 端 側 に 配 置 さ れ る 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 は 、  
前 記 建 物 躯 体 の 壁 か ら 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 部 材 を 介 し て 、 前 記 建 物 躯 体 の 壁 に 接 続 さ れ  
る こ と に よ り 、 小 庇 と し て 機 能 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 建 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 複 数 の 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 の 表 面 に は 、 同 一 種 類 の デ ザ イ ン が 施 さ れ て い る 、 請  
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 建 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 建 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 建 物 躯 体 の 開 口 部 の 室 外 側 に 面 格 子 （ 室 外 側 構 造 物 ） を 備 え る 建 具 が あ る （ 例 え  
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 ま た 、 建 物 躯 体 の 開 口 部 の 室 外 側 に 手 摺 り （ 室 外 側 構 造 物 ） を 備  
え る 建 具 が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ４ １ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 建 物 躯 体 の 開 口 部 の 室 外 側 に 、 面 格 子 又 は 手 摺 り を 設 置 す る 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ の 構 成  
や デ ザ イ ン が 異 な る た め 、 別 々 の 構 造 物 で 構 成 さ れ る 。 そ の た め 、 面 格 子 又 は 手 摺 り を 設  
置 す る 場 合 に は 、 い ず れ か 一 方 の み し か 設 置 で き な い 。 こ こ で 、 建 物 躯 体 の 開 口 部 の 室 外  
側 に 配 置 さ れ る 室 外 側 構 造 物 に つ い て 、 面 格 子 を 構 成 す る 面 格 子 構 造 及 び 手 摺 り を 構 成 す  
る 手 摺 構 造 の い ず れ に も 使 用 で き れ ば 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 は 、 建 物 躯 体 の 開 口 部 の 室 外 側 に 配 置 さ れ る 室 外 側 構 造 物 を 備 え 、 室 外 側 構 造 物  
を 、 面 格 子 構 造 及 び 手 摺 構 造 の い ず れ に も 使 用 で き る 建 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 は 、 建 物 躯 体 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 窓 部 と 、 前 記 建 物 躯 体 の 開 口 部 の 室 外 側 に 配  
置 さ れ た 室 外 側 構 造 物 と 、 を 備 え 、 前 記 室 外 側 構 造 物 は 、 複 数 の 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 を  
有 し 、 前 記 開 口 部 の 上 下 方 向 の 全 域 に 前 記 複 数 の 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 を 配 置 し て 面 格 子  
構 造 と す る 構 成 と 、 前 記 開 口 部 の 下 方 側 か ら 上 方 側 に 向 か う 途 中 ま で の 下 方 領 域 に 前 記 複  
数 の 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 を 配 置 し て 手 摺 構 造 と す る 構 成 と 、 に 変 更 可 能 な 建 具 に 関 す る  
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 面 格 子 構 造 が 設 け ら れ た 一 実 施 形 態 の 建 具 を 室 外 側 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 面 格 子 構 造 か ら 一 体 化 さ せ た 複 数 の 横 部 材 を 取 り 外 し て 手 摺 構 造 と し た 図 で あ る  
。
【 図 ３ 】 面 格 子 構 造 が 設 け ら れ た 建 具 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 面 格 子 構 造 が 設 け ら れ た 建 具 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 面 格 子 構 造 か ら 一 体 化 さ せ た 複 数 の 横 部 材 を 取 り 外 し て 手 摺 構 造 と し た 縦 断 面 図  
で あ る 。
【 図 ６ 】 面 格 子 構 造 を 手 摺 構 造 と し た 場 合 の 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 本 明  
細 書 に お い て 、 「 見 付 方 向 」 と は 、 建 物 の 壁 に 形 成 さ れ た 開 口 部 に 納 め ら れ た 窓 部 に お け  
る 障 子 の ガ ラ ス の 面 方 向 を 意 味 し 、 「 見 込 方 向 」 と は 、 上 記 ガ ラ ス の 厚 さ 方 向 （ す な わ ち  
、 奥 行 き 方 向 ） を 意 味 す る 。 図 面 に お い て 、 窓 部 の 室 外 側 を 「 室 外 側 Ｘ １ 」 と し 、 窓 部 の  
室 内 側 を 「 室 内 側 Ｘ ２ 」 と す る 。 ま た 、 横 方 向 を 「 左 右 方 向 」 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 建 具 １ は 、 建 物 躯 体 １ ０ ０ の 開 口 部 １ ０ １ に 設 け ら れ た 窓 部 ２ と 、  
建 物 躯 体 １ ０ ０ の 開 口 部 １ ０ １ の 室 外 側 Ｘ １ に 配 置 さ れ た 室 外 側 構 造 物 ３ ０ と 、 を 備 え る  
。 窓 部 ２ は 、 開 口 部 １ ０ １ に 納 め ら れ た 枠 体 １ ０ と 、 枠 体 １ ０ 内 に 開 閉 可 能 に 配 置 さ れ る  
障 子 ２ ０ ， ２ ０ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 枠 体 １ ０ は 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 及 び 一 対 の 縦 枠 １ ３ が 矩 形 に 枠 組 み さ れ て 構 成 さ れ る  
。 枠 体 １ ０ の 内 側 に は 、 障 子 ２ ０ ， ２ ０ が 開 閉 可 能 に 納 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 室 外 側 構 造 物 ３ ０ は 、 枠 体 １ ０ が 配 置 さ れ た 開 口 部 １ ０ １ の 室 外 側 Ｘ １ に 設 け ら れ る 。  
室 外 側 構 造 物 ３ ０ は 、 面 格 子 構 造 ４ ０ （ 図 １ 参 照 ） と 、 手 摺 構 造 ５ ０ （ 図 ２ 参 照 ） と 、 に  
変 更 可 能 で あ る 。 室 外 側 構 造 物 ３ ０ は 、 複 数 の 横 部 材 ３ ２ （ 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 ） を 有  
し 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 下 方 向 の 全 域 に 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 配 置 し て 面 格 子 構 造 ４ ０ （ 面 格  
子 ） と す る 構 成 （ 図 １ 参 照 ） と 、 開 口 部 １ ０ １ の 下 方 側 か ら 上 方 側 に 向 か う 途 中 ま で の 下  
方 領 域 に 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 配 置 し て 手 摺 構 造 ５ ０ （ 手 摺 り ） と す る 構 成 （ 図 ２ 参 照 ） と  
、 に 変 更 可 能 で あ る 。 開 口 部 １ ０ １ の 上 下 方 向 の 全 域 と は 、 開 口 部 １ ０ １ の 全 体 を 覆 う 領  
域 で あ っ て 、 例 え ば 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 端 よ り も 上 方 側 の 位 置 か ら 開 口 部 １ ０ １ の 上 端 よ  
り も 下 方 側 の 位 置 ま で の 領 域 で あ る 。 以 下 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 下 方 向 の 全 域 を 単 に 「 開 口  
部 １ ０ １ の 全 域 」 と も い う 。 ま た 、 開 口 部 １ ０ １ の 下 方 側 か ら 上 方 側 に 向 か う 途 中 ま で の  
下 方 領 域 と は 、 開 口 部 １ ０ １ の 下 方 を 覆 う 領 域 で あ っ て 、 例 え ば 、 開 口 部 １ ０ １ の 下 端 よ  
り も 下 方 の 位 置 か ら 開 口 部 １ ０ １ の 上 端 よ り も 所 定 間 隔 だ け 下 方 の 位 置 ま で の 領 域 で あ る  
。 以 下 、 開 口 部 １ ０ １ の 下 方 側 か ら 上 方 側 に 向 か う 途 中 ま で の 下 方 領 域 を 単 に 「 開 口 部 １  
０ １ の 下 方 領 域 」 と も い う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま ず 、 室 外 側 構 造 物 ３ ０ を 面 格 子 構 造 ４ ０ と し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 室 外 側 構 造 物  
３ ０ は 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 一 対 の 縦 部 材 ３ １ と 、 複 数 の 横 部 材 ３ ２ （ 室 外 側 構  
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造 物 構 成 部 材 ） と 、 複 数 の 接 続 部 材 ３ ３ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 対 の 縦 部 材 ３ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 縦 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ 、 枠 体 １ ０ の 左 右 方  
向 （ 横 方 向 ） の 外 側 に お い て 、 壁 １ ０ ２ の 室 外 側 Ｘ １ の 面 に 固 定 さ れ る 。 一 対 の 縦 部 材 ３  
１ は 、 そ れ ぞ れ 、 上 下 方 向 に お い て 、 ３ つ の 部 分 に 分 割 さ れ る 分 割 構 造 で 構 成 さ れ 、 下 部  
縦 部 材 ３ １ １ と 、 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ と 、 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 下 部 縦 部 材 ３ １ １ 、 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ 及 び 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ は  
、 そ れ ぞ れ 、 上 下 方 向 に 直 線 状 に 延 び る 。 下 部 縦 部 材 ３ １ １ 、 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ 及 び 上 端  
支 持 縦 部 材 ３ １ ２ は 、 開 口 部 １ ０ １ の 左 右 方 向 の 外 側 の 壁 １ ０ ２ に お い て 、 下 方 側 か ら 上  
方 側 に 向 け て こ の 順 に 直 線 上 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 下 部 縦 部 材 ３ １ １ は 、 開 口 部 １ ０ １ の 左 右 方 向 の 外 側 の 壁 １ ０ ２ に お い て 、 上 下 方 向 の  
位 置 が 、 開 口 部 １ ０ １ よ り も 下 方 の 位 置 か ら 開 口 部 １ ０ １ の 上 下 方 向 の 中 央 付 近 の 位 置 ま  
で 延 び る 。 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ は 、 開 口 部 １ ０ １ の 左 右 方 向 の 外 側 の 壁 １ ０ ２ に お い て  
、 上 下 方 向 の 位 置 が 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 端 付 近 の 位 置 か ら 開 口 部 １ ０ １ よ り も 上 方 側 の 位  
置 ま で 延 び る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 下 部 縦 部 材 ３ １ １ 、 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ 及 び 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ の 室 内 側 Ｘ ２ の 端 部 は  
、 図 ４ に 示 す よ う に 、 複 数 の ブ ラ ケ ッ ト ３ ６ を 介 し て 、 開 口 部 １ ０ １ の 左 右 方 向 の 外 側 の  
壁 １ ０ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 複 数 の ブ ラ ケ ッ ト ３ ６ は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 断 面  
が Ｌ 字 状 の 板 状 に 形 成 さ れ 、 上 下 方 向 の 長 さ が 短 い ピ ー ス 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ブ ラ ケ ッ  
ト ３ ６ は 、 壁 １ ０ ２ に 固 定 さ れ る 壁 側 固 定 板 ３ ６ １ と 、 下 部 縦 部 材 ３ １ １ 、 上 端 支 持 縦 部  
材 ３ １ ２ 及 び 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ の 内 面 に 固 定 さ れ る 縦 部 材 側 固 定 板 ３ ６ ２ と 、 を 有 す る 。  
上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ の 上 端 部 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 キ ャ ッ プ ３ １ ２ ａ が 取 り 付 け ら  
れ て い る 。 下 部 縦 部 材 ３ １ １ の 下 端 部 に は 、 キ ャ ッ プ ３ １ １ ａ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ は 、 開 口 部 １ ０ １ の 左 右 方 向 の 外 側 の 壁 １ ０ ２ に お い て 、 下 部 縦 部 材  
３ １ １ と 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ と の 間 に 配 置 さ れ る 。 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ は 、 上 下 方 向 の 位  
置 が 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 下 方 向 の 中 央 付 近 の 位 置 か ら 上 端 付 近 の 位 置 ま で 延 び る 。 上 部 縦  
部 材 ３ １ ３ は 、 下 端 部 に お い て 連 結 金 具 ３ ４ に よ り 下 部 縦 部 材 ３ １ １ に 連 結 さ れ 、 上 端 部  
に お い て 連 結 金 具 ３ ５ に よ り 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 連 結 金 具 ３ ４ ， ３ ５ は 、 室 内 外 方 向 に 幅 を 有 し て 上 下 方 向 に 延 び る 板 状 に 形 成 さ れ る 。  
連 結 金 具 ３ ４ ， ３ ５ は 、 下 部 縦 部 材 ３ １ １ 、 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ 及 び 上 部 縦 部 材 ３ １ ３  
の 左 右 方 向 の 両 端 部 の 側 面 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 連 結 金 具 ３ ４ は 、 下 部 縦 部 材 ３ １ １ 及 び 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ の 左 右 方 向 の 両 端 部 の 側 面 に  
お い て 、 下 部 縦 部 材 ３ １ １ の 上 端 と 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ の 下 端 と に 跨 っ て 配 置 さ れ 、 ネ ジ ３  
４ １ で 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 下 部 縦 部 材 ３ １ １ の 上 端 と 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ の 下 端 と を 連  
結 す る 。 連 結 金 具 ３ ５ は 、 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ 及 び 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ の 左 右 方 向 の 両 端  
部 の 側 面 に お い て 、 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ の 上 端 と 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ の 下 端 に 跨 っ て 配 置  
さ れ 、 ネ ジ ３ ５ １ で 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ の 上 端 と 上 端 支 持 縦 部 材 ３  
１ ２ の 下 端 と を 連 結 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 複 数 の 横 部 材 ３ ２ は 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 左 右 方 向 （ 横 方 向 ） に 延 び る と 共 に  
、 枠 体 １ ０ が 配 置 さ れ た 開 口 部 １ ０ １ の 室 外 側 Ｘ １ に お い て 、 所 定 間 隔 を あ け て 、 上 下 方  
向 に 並 ん で 配 置 さ れ る 。 複 数 の 横 部 材 ３ ２ は 、 左 右 方 向 に 延 び る と 共 に 、 上 下 方 向 に 並 ぶ  
格 子 状 の 面 状 に 形 成 さ れ 、 室 外 側 構 造 物 ３ ０ は 、 い わ ゆ る 横 格 子 の 面 格 子 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 複 数 の 横 部 材 ３ ２ の 表 面 に は 、 同 一 種 類 の デ ザ イ ン が 施 さ れ て  
い る 。 同 一 種 類 の デ ザ イ ン と は 、 例 え ば 、 同 色 の デ ザ イ ン や 同 じ 模 様 の デ ザ イ ン が 含 ま れ  
る こ と は も ち ろ ん 、 見 た 目 の 全 体 の デ ザ イ ン に 統 一 感 が あ る 場 合 や 、 見 た 目 の 質 感 が 非 常  
に 近 い 場 合 な ど も 含 ま れ る 。 複 数 の 横 部 材 ３ ２ の 表 面 に 同 一 種 類 の デ ザ イ ン を 施 す こ と に  
よ り 、 室 外 側 構 造 物 ３ ０ の 全 体 の デ ザ イ ン の 統 一 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 複 数 の 横 部 材 ３ ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 室 外 側 Ｘ １ の 正 面 か ら 見 た 場 合 に 、 一 対 の 縦  
部 材 ３ １ と 交 差 す る 部 分 に お い て 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ を 介  
し て 、 一 対 の 縦 部 材 ３ １ に 接 続 さ れ る 。 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ そ れ ぞ れ は 、 一 対 の 縦 部 材 ３  
１ の 室 外 側 Ｘ １ の 面 そ れ ぞ れ か ら 室 外 側 Ｘ １ 側 に 立 ち 上 が る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 接 続 部  
材 ３ ３ の 室 内 側 Ｘ ２ の 端 部 は 、 縦 部 材 ３ １ の 室 外 側 Ｘ １ の 面 に 接 続 さ れ る 。 接 続 部 材 ３ ３  
の 室 外 側 Ｘ １ の 端 部 に は 、 横 部 材 ３ ２ の 室 内 側 Ｘ ２ の 面 が 接 続 さ れ る 。 複 数 の 接 続 部 材 ３  
３ は 、 開 口 部 １ ０ １ の 左 右 方 向 の 外 側 の 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 開 口 部 １ ０ １ の 下 方 領 域 に 配 置 さ れ る 複 数 の 横 部  
材 ３ ２ は 、 左 右 方 向 の 両 端 部 側 に お い て 、 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ の 室 外 側 Ｘ １ の 端 部 に 接 続  
さ れ る 。 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ の 室 内 側 Ｘ ２ の 端 部 は 、 開 口 部 １ ０ １ の 下 方 側 に お い て 、 一  
対 の 縦 部 材 ３ １ の 下 部 縦 部 材 ３ １ １ の 室 外 側 Ｘ １ の 面 に 接 続 さ れ る 。 一 対 の 縦 部 材 ３ １ の  
下 部 縦 部 材 ３ １ １ の 室 内 側 Ｘ ２ の 端 部 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ６ を 介 し て 、  
開 口 部 １ ０ １ の 左 右 方 向 の 外 側 の 壁 １ ０ ２ に 固 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 開 口 部 １ ０ １ の 下  
方 領 域 に 配 置 さ れ る 複 数 の 横 部 材 ３ ２ は 、 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ を 介 し て 、 開 口 部 １ ０ １ の  
左 右 方 向 の 外 側 の 壁 １ ０ ２ に 固 定 さ れ た 一 対 の 縦 部 材 ３ １ の 下 部 縦 部 材 ３ １ １ に 接 続 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 複 数 の 横 部 材 ３ ２ の う ち 開 口 部 １ ０ １ よ り も 上 方 に 配 置 さ れ る 横 部 材 ３ ２ ｂ の  
周 辺 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 開 口 部 １ ０ １ よ り も 上 方 に 配 置 さ れ る 横 部 材 ３ ２ ｂ は 、 室  
外 側 構 造 物 ３ ０ を 、 面 格 子 構 造 ４ ０ （ 図 １ 参 照 ） と し た 場 合 に お い て も 、 手 摺 構 造 ５ ０ （  
図 ２ 参 照 ） と し た 場 合 に お い て も 、 同 様 の 構 成 で あ る 。 そ の た め 、 面 格 子 構 造 ４ ０ 及 び 手  
摺 構 造 ５ ０ に お け る 開 口 部 １ ０ １ よ り も 上 方 に 配 置 さ れ る 横 部 材 ３ ２ ｂ の 周 辺 の 構 成 に つ  
い て 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す 手 摺 構 造 ５ ０ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 複 数 の 横 部 材 ３ ２ の う ち 開 口 部 １ ０ １ よ り も 上 方 に 配 置 さ  
れ る 横 部 材 ３ ２ ｂ は 、 左 右 方 向 の 両 端 部 側 に お い て 、 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ の 室 外 側 Ｘ １ の  
端 部 に 接 続 さ れ る 。 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ の 室 内 側 Ｘ ２ の 端 部 は 、 開 口 部 １ ０ １ よ り も 上 方  
に お い て 、 一 対 の 縦 部 材 ３ １ の 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ の 室 外 側 Ｘ １ の 面 に 接 続 さ れ る 。 一  
対 の 縦 部 材 ３ １ の 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ の 室 内 側 Ｘ ２ の 端 部 は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ６ を 介 し て  
、 開 口 部 １ ０ １ の 左 右 方 向 の 外 側 の 壁 １ ０ ２ に 固 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 開 口 部 １ ０ １ よ  
り も 上 方 に 配 置 さ れ る 横 部 材 ３ ２ ｂ は 、 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ を 介 し て 、 開 口 部 １ ０ １ の 左  
右 方 向 の 外 側 の 壁 １ ０ ２ に 固 定 さ れ た 一 対 の 縦 部 材 ３ １ の 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ に 接 続 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ の 左 右 方 向 の 間 に お い て 、 開 口 部 １ ０ １  
よ り も 上 方 に 配 置 さ れ る 横 部 材 ３ ２ ｂ と 開 口 部 １ ０ １ の 外 側 の 壁 １ ０ ２ と の 間 に は 、 横 部  
材 ３ ２ ｂ と 壁 １ ０ ２ と の 間 を 埋 め る よ う に 、 壁 １ ０ ２ か ら 立 ち 上 が る と 共 に 左 右 方 向 に 延  
び る 隙 間 配 置 部 材 ３ ２ １ （ 立 ち 上 が り 部 材 ） が 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 開 口 部 １ ０  
１ よ り も 上 方 に 配 置 さ れ た 横 部 材 ３ ２ ｂ （ 室 外 側 構 造 物 ３ ０ の 上 端 側 に 位 置 す る 横 部 材 ３  
２ ｂ ） は 、 壁 １ ０ ２ か ら 立 ち 上 が る 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ （ 立 ち 上 が り 部 材 ） 、 接 続 部 材  
３ ３ （ 立 ち 上 が り 部 材 ） 及 び 隙 間 配 置 部 材 ３ ２ １ （ 立 ち 上 が り 部 材 ） を 介 し て 、 壁 １ ０ ２  
に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 開 口 部 １ ０ １ よ り も 上 方 に 配 置 さ れ た 横 部 材 ３ ２ ｂ 、 当  
該 横 部 材 ３ ２ ｂ に 接 続 さ れ た 接 続 部 材 ３ ３ 、 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ 及 び 隙 間 配 置 部 材 ３ ２  
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１ を 、 小 庇 ３ ２ ０ と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 面 格 子 構 造 ４ ０ に お い て 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域 に 配 置 さ  
れ る 複 数 の 横 部 材 ３ ２ は 、 左 右 方 向 の 両 端 部 側 に お い て 、 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ の 室 外 側 Ｘ  
１ の 端 部 に 接 続 さ れ る 。 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ の 室 内 側 Ｘ ２ の 端 部 は 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 部  
側 に お い て 、 一 対 の 縦 部 材 ３ １ の 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ の 室 外 側 Ｘ １ の 面 に 接 続 さ れ る 。 開 口  
部 １ ０ １ の 上 方 領 域 と は 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 を 覆 う 領 域 で あ っ て 、 例 え ば 、 開 口 部 １ ０  
１ の 上 端 よ り も 下 方 側 の 位 置 か ら 開 口 部 １ ０ １ の 下 端 よ り も 所 定 間 隔 だ け 情 報 の 位 置 ま で  
の 領 域 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域 は 、 開 口 部 １ ０ １ の 全 領 域  
か ら 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 端 を 覆 う 領 域 と 、 開 口 部 １ ０ １ の 下 方 領 域 と を 除 い た 領 域 で あ る  
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 対 の 縦 部 材 ３ １ の 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ の 室 内 側 Ｘ ２ の 端 部 は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ６ を 介 し て  
、 開 口 部 １ ０ １ の 左 右 方 向 の 外 側 の 壁 １ ０ ２ に 固 定 さ れ る 。 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ は 、 下 端 部  
に お い て 連 結 金 具 ３ ４ に よ り 下 部 縦 部 材 ３ １ １ に 連 結 さ れ 、 上 端 部 に お い て 連 結 金 具 ３ ５  
に よ り 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ に 連 結 さ れ て い る 。 よ っ て 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域 に 配 置  
可 能 な 複 数 の 横 部 材 ３ ２ は 、 一 対 の 接 続 部 材 ３ ３ 及 び 一 対 の 縦 部 材 ３ １ の 上 部 縦 部 材 ３ １  
３ に よ り 、 一 体 化 さ れ て 構 成 さ れ て お り 、 一 体 化 さ れ た 状 態 で 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域  
に 取 り 付 け た り 、 又 は 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域 か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 室 外 側 構 造 物 ３ ０ に お い て 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す 面 格 子 構 造 ４ ０ を 、 図 ２ 、 図 ５  
及 び 図 ６ に 示 す 手 摺 構 造 ５ ０ に 変 更 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す  
面 格 子 構 造 ４ ０ に お い て 、 連 結 金 具 ３ ４ の 下 部 縦 部 材 ３ １ １ 側 の ネ ジ ３ ４ １ を 取 り 外 す と  
共 に 、 連 結 金 具 ３ ５ の 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １ ２ 側 の ネ ジ ３ ５ １ を 取 り 外 す こ と で 、 一 体 化 さ  
せ た 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ 及 び 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域 か ら 取 り 外 す 。 こ  
れ に よ り 、 図 ２ 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 開 口 部 １ ０ １ の 下 方 領 域 に 配 置 さ れ る 複 数  
の 横 部 材 ３ ２ の 最 も 上 部 の 横 部 材 ３ ２ ａ を 手 摺 り と す る 手 摺 構 造 ５ ０ に 変 更 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 以 上 の 室 外 側 構 造 物 ３ ０ に お い て 、 面 格 子 構 造 ４ ０ か ら 手 摺 構 造 ５ ０ に 変 更 す る  
の と は 逆 に 、 図 ２ 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す 手 摺 構 造 ５ ０ を 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す 面 格 子 構 造  
４ ０ に 変 更 す る こ と も で き る 。 具 体 的 に は 、 図 ２ 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す 手 摺 構 造 ５ ０ に お  
い て 、 一 体 化 さ せ た 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ 及 び 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域 に  
取 り 付 け る こ と で 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 下 方 向 の 全 域 に 複 数 の  
横 部 材 ３ ２ を 配 置 し た 面 格 子 と す る 面 格 子 構 造 ４ ０ に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 一 体 化 さ せ た 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域 に 取 り 付 け た 場  
合 に 、 面 格 子 構 造 ４ ０ を 構 成 で き 、 一 体 化 さ せ た 上 部 縦 部 材 ３ １ ３ 及 び 複 数 の 横 部 材 ３ ２  
を 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域 か ら 取 り 外 し て 、 一 体 化 さ せ た 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 開 口 部 １ ０  
１ の 上 方 領 域 に 取 り 付 け な い 場 合 に 、 手 摺 構 造 ５ ０ を 構 成 で き る 。 こ の 場 合 、 複 数 の 横 部  
材 ３ ２ の 表 面 に は 同 一 種 類 の デ ザ イ ン が 施 さ れ て い る た め 、 室 外 側 構 造 物 ３ ０ を 面 格 子 構  
造 ４ ０ と し た 場 合 と 手 摺 構 造 ５ ０ と し た 場 合 と に お い て 、 デ ザ イ ン の 統 一 を 図 る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 以 上 の 室 外 側 構 造 物 ３ ０ で は 、 面 格 子 構 造 ４ ０ と し た 場 合 と 手 摺 構 造 ５ ０ と し た  
場 合 の 両 方 に お い て 、 開 口 部 １ ０ １ よ り も 上 方 に 配 置 さ れ た 横 部 材 ３ ２ ｂ （ 室 外 側 構 造 物  
３ ０ の 上 端 側 に 位 置 す る 横 部 材 ３ ２ ｂ ） は 、 壁 １ ０ ２ か ら 立 ち 上 が る 上 端 支 持 縦 部 材 ３ １  
２ （ 立 ち 上 が り 部 材 ） 、 接 続 部 材 ３ ３ （ 立 ち 上 が り 部 材 ） 及 び 隙 間 配 置 部 材 ３ ２ １ （ 立 ち  
上 が り 部 材 ） を 介 し て 、 壁 １ ０ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 開 口 部 １ ０ １ よ り も 上  
方 に 配 置 さ れ た 横 部 材 ３ ２ ｂ 、 当 該 横 部 材 ３ ２ ｂ に 接 続 さ れ た 接 続 部 材 ３ ３ 、 上 端 支 持 縦  
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部 材 ３ １ ２ 及 び 隙 間 配 置 部 材 ３ ２ １ を 、 小 庇 ３ ２ ０ と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 こ の  
小 庇 ３ ２ ０ と し て の 機 能 は 、 室 外 側 構 造 物 ３ ０ を 面 格 子 構 造 ４ ０ と し て 構 成 し た 場 合 も 手  
摺 構 造 ５ ０ と し て 構 成 し た 場 合 も 同 様 に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 以 上 の 室 外 側 構 造 物 ３ ０ で は 、 複 数 の 横 部 材 ３ ２ が 、 開 口 部 １ ０ １ の 左 右 方 向 の  
外 側 の 位 置 に 配 置 さ れ た 複 数 の 接 続 部 材 ３ ３ を 介 し て 、 壁 １ ０ ２ に 固 定 さ れ た 縦 部 材 ３ １  
に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 建 物 躯 体 に 接 続 す る 接 続 部 分 が 、 開  
口 部 １ ０ １ に か か ら な い よ う に な っ て い る と と も に 、 上 下 方 向 で 連 続 的 に 繋 が る こ と な く  
分 断 さ れ て い る 。 よ っ て 、 当 該 接 続 部 分 が 視 覚 的 ノ イ ズ に な る こ と を 抑 制 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 の 建 具 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 を 奏 す る 。 本 実 施 形 態 の 建  
具 １ は 、 建 物 躯 体 １ ０ ０ の 開 口 部 １ ０ １ に 設 け ら れ た 窓 部 ２ と 、 建 物 躯 体 １ ０ ０ の 開 口 部  
１ ０ １ の 室 外 側 Ｘ １ に 配 置 さ れ た 室 外 側 構 造 物 ３ ０ と 、 を 備 え 、 室 外 側 構 造 物 ３ ０ は 、 複  
数 の 横 部 材 ３ ２ を 有 し 、 開 口 部 １ ０ １ の 上 下 方 向 の 全 域 に 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 配 置 し て 面  
格 子 構 造 ４ ０ と す る 構 成 と 、 開 口 部 １ ０ １ の 下 方 側 か ら 上 方 側 に 向 か う 途 中 ま で の 下 方 領  
域 に 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 配 置 し て 手 摺 構 造 ５ ０ と す る 構 成 と 、 に 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 面 格 子 構 造 ４ ０ に 使 用 す る 複 数 の 横 部 材 ３ ２ の 一 部 を 、 手 摺 構 造 ５ ０ に 使  
用 す る 複 数 の 横 部 材 ３ ２ と す る こ と が で き る た め 、 室 外 側 構 造 物 ３ ０ に お い て 、 面 格 子 構  
造 ４ ０ と 手 摺 構 造 ５ ０ と を 相 互 に 容 易 に 変 更 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 室 外 側 構 造 物 ３  
０ を 、 面 格 子 構 造 ４ ０ 及 び 手 摺 構 造 ５ ０ の い ず れ に も 容 易 に 変 更 し て 使 用 で き る 。 ま た 、  
室 外 側 構 造 物 ３ ０ を 面 格 子 構 造 ４ ０ と し た 場 合 と 手 摺 構 造 ５ ０ と し た 場 合 と に お い て 、 同  
一 種 類 の デ ザ イ ン を 施 し た 横 部 材 ３ ２ を 使 用 し た 場 合 に 、 デ ザ イ ン の 統 一 を 図 る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 室 外 側 構 造 物 ３ ０ は 、 一 体 化 さ せ た 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を  
開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域 に 取 り 付 け た 場 合 に 、 面 格 子 構 造 ４ ０ を 構 成 し 、 一 体 化 さ せ た 複  
数 の 横 部 材 ３ ２ を 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域 か ら 取 り 外 し て 、 一 体 化 さ せ た 複 数 の 横 部 材 ３  
２ を 開 口 部 １ ０ １ の 上 方 領 域 に 取 り 付 け な い 場 合 に 、 手 摺 構 造 ５ ０ を 構 成 す る 。 こ れ に よ  
り 、 一 体 化 さ せ た 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 取 り 付 け た り 取 り 外 し た り す る こ と が で き る た め 、  
複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 一 体 化 さ せ て い な い 場 合 と 比 べ て 、 面 格 子 構 造 ４ ０ 及 び 手 摺 構 造 ５ ０  
の い ず れ に も 容 易 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 複 数 の 横 部 材 ３ ２ の 表 面 に は 、 同 一 種 類 の デ ザ イ ン が 施  
さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 室 外 側 構 造 物 ３ ０ を 面 格 子 構 造 ４ ０ と し た 場 合 と 手 摺 構 造 ５ ０  
と し た 場 合 と に お い て 、 デ ザ イ ン の 統 一 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 本 開 示 の 建 具 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 開 示 の 建 具 は 適 宜 変 更 可 能 で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 例 え ば 、 本 開 示 の 窓 部 ２ は 、 上 述 し た ２ 枚 の 障 子 ２ ０ ， ２ ０ を 有 す る も の に 制 限 さ れ ず  
、 ３ 枚 以 上 の 障 子 を 有 す る も の で あ っ て も よ い し 、 １ 枚 だ け の 障 子 を 有 す る 片 引 き 窓 を 構  
成 す る も の で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 窓 部 は 、 辷 り 出 し 窓 や Ｆ Ｉ Ｘ 窓 、 上 げ 下 げ 窓 、 外 倒  
し 窓 、 内 倒 し 窓 、 あ る い は 開 き 窓 を 構 成 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 実 施 形 態 に お い て は 、 室 外 側 構 造 物 ３ ０ を 、 複 数 の 横 部 材 ３ ２ を 用 い て 、 面 格 子 構  
造 ４ ０ 又 は 手 摺 構 造 ５ ０ を 構 成 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 室 外 側 構 造 物 ３ ０ を 、 複 数  
の 縦 部 材 や 傾 斜 部 材 を 用 い て 、 面 格 子 構 造 又 は 手 摺 構 造 を 構 成 し て も よ い し 、 複 数 の 他 の  
部 材 を 用 い て 、 面 格 子 構 造 又 は 手 摺 構 造 を 構 成 し て も よ い 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １   建 具 、 ２   窓 部 、 ３ ０   室 外 側 構 造 物 、 ３ ３   接 続 部 材 （ 立 ち 上 が り 部 材 ） 、 ４ ０   
面 格 子 構 造 、 ５ ０   手 摺 構 造 、 ３ ２ 横 部 材 （ 室 外 側 構 造 物 構 成 部 材 ） 、 １ ０ ０   建 物 躯 体  
、 １ ０ １   開 口 部 、 ３ １ ２   上 端 支 持 縦 部 材 （ 立 ち 上 が り 部 材 ） 、 ３ ２ １   隙 間 配 置 部 材  
（ 立 ち 上 が り 部 材 ）
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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